
「高松の歌」 

 
作詞・作曲 タオル 
歌 タオル 

 
ふと来た この場所に 心奪われ いつの間にか よく来るようになってた 

 
悲しい時に 波音が 僕に言う 「もう大丈夫だよ」と その一言ですべて 

 
どーでもよくなっちゃうんだよね 

 
迷ったときは ふと来たくなる あの街 あの山 あの海 あの景色 

 
今度はあの娘を 連れてきたいから いつかまたこよう この場所へ 

 
大好きな この街に 

 
 
 

行きつけの店では いつも同じ顔ぶれが 僕を出迎える 最高の笑顔で 
 

「いつものやつね」と おばちゃんが差し出す 
 

一口 食べると 口の中はお祭りで 僕には 笑顔が ほら 
 

あの味思い出し ふときたくなる あの街 あの店 おばちゃんの笑顔 
 

いつでも僕の大切な場所 おじいちゃん おばあちゃんに なっても 
 

またこよう この街に 


